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来年ボストン市内にオープンする、消費期限切れの⾷品を販売するスーパーマーケット
「デイリーテーブル」がアメリカで話題になっています。

⽇本でも報道したメディアがあったようですが、詳しく伝えられていなかったようですの
で、改めて背景などを説明したいと思います。

このアイディアを思いついたのは、中堅スーパーマーケットチェーン「トレーダー・ジョ
ーズ」の元社⻑、ダグ・ラウチ⽒。08年に定年退職するまで14年間社⻑を務めた同⽒
は、カリフォルニア州に9店舗しかなかった同社を340店舗の全⽶チェーンに成⻑させた
功労者です。定年後も営利・⾮営利問わず数々の組織の役員を務め、精⼒的に活動してい
ましたが、今年初旬にこのアイディアを発表。メディアで報道されるや、⼤きな話題にな
りました。その後順調に準備が進められ、来年初旬に「デイリーテーブル」という店名
で、ボストン市内のドーチェスターという貧しい地域にオープンすることが決まっていま
す。

画期的なアイディアの裏に潜む、深刻な社会問題

この取り組みは、単なるおもしろビジネスとして話題になっているわけではありません。
同⽒のアイディアが画期的なのは、アメリカが抱える深刻な2つの問題を同時に解決でき
るからです。

台⾵11号 ⻄⽇本で災害級⼤⾬恐れ

離婚後親権の試案先送り ⾃⺠反発

国の1/3冠⽔ パキスタン⼈ぼう然

⽇本ロジステックが⺠事再⽣

おかしいな 詐欺を確信した13歳

不登校新聞「悩むなら読んで」

GUCCI パロディに異議申⽴も失敗

蛭⼦能収 認知症で前衛的な画⾵に

1 ⼈気のハラミは⾁じゃない︖ 今
さら聞けない焼⾁の秘密
⼭路⼒也 8/29(⽉) 15:09

2 ⼈件費を減らせて儲かるから︖ 
ホテルが朝⾷でブッフェ・バイキ
ングを⾏う本当の理由
東⿓ 8/28(⽇) 16:33

3 台⾵１１号は顕著に発達し沖縄近
海へ、かなり気がかりな海⽔温の
⾼さ
杉江勇次 8/29(⽉) 10:29

4 上海でロリータファッションをす
る50代の中年⼥性がＳＮＳで賞賛
されている、ある理由
中島恵 8/28(⽇) 14:22

5 夏休みの⾃由研究におススメ︕
『⾛れメロス』の友情の⾛りを科
学的に考えると……!?
柳⽥理科雄 8/29(⽉) 9:00

IDでもっと便利に新規取得
ログイン 誰でもZOZOTOWNが＋10％お得に



ページ上部へ戻る

ひとつは、⾔うまでもなく、⾷品廃棄物の問題です。特に、⾷べられるのに捨てられてし
まう”⾷品ロス”は、⽇⽶含め先進国全体の⼤きな問題です。アメリカでは、年に消費され
る⾷べ物のうち⾷品ロスが30〜40％に上ります(USDA)。⽇本は5〜10％程度ですから
(農林⽔産省)、アメリカの事態はかなり深刻です。

環境保護団体NRDCとハーバード⼤学が発表したレポート「The Dating Game(⽇付の駆
け引き)」によると、⽶国⺠の91％が消費期限の誤認により⾷べられる⾷品を廃棄した経
験があり、⽶⾷品業界は年に9億ドル(900億円)分もの⾷品を消費・賞味期限切れで廃棄
しているそうです。また、同レポートは、アメリカでは消費・賞味期限の表⽰規制は州ご
とに⾏われており、統⼀基準がないため、期限の信憑性はないとしています。デイリーテ
ーブルのラウチ⽒も、書かれた期限ではなく匂いなどで判断すべきとし、⼤腸菌やサルモ
ネラ菌などによる過去の⾷品絡みの死亡事故は消費期限内だったことがほとんどだと主張
しています(NY Times)。

もうひとつの問題は、低所得者層の⾷⽣活です。アメリカでは、低所得者層が住む地域に
は⽣鮮⾷品を販売するスーパーが少なく、その代わり、調理が不要で価格が安く、カロリ
ーが⾼いが栄養価の低いファストフードなどが集中して出店する傾向があり、所得が低く
なるほど不健康な⾷⽣活に陥りがちという構図ができあがっています。これは、昨今アメ
リカで盛んに取り沙汰されている肥満問題にも繋がっており、格差社会が⽣み出した深刻
な問題です(詳細は「サスティナブルシティ ニューヨーク」に記載しています)。

ソーシャルビジネスはアイディア勝負

ラウチ⽒は、「デイリーテーブル」によってこの2つの問題を同時に解決しようと考えて
いるのです。

仕⼊れるのは現状廃棄されている消費期限切れの⾷品であるうえ、同店を⾮営利組織とし
て運営することで供給元は減税の恩恵が受けられるため、破格値で⾷材を⼊⼿することが
可能です。仕⼊れた野菜や乳製品などはそのままで、あるいは調理して惣菜として格安で
販売します。値段は、たとえば⽜乳は1ガロン(3.8リットル)で1ドル(約100円)、全粒粉
の⾷パン1⽄が50〜75セント(約50〜75円)程度に抑えられるので、ジャンクフードと互
⾓に戦えると同⽒は主張しています(NY Times)。

このアイディアが発表された当初は、⾼所得者の廃棄物を低所得者に押し付けるのかとい
う批判もありましたが、ラウチ⽒が出店予定地の住⺠と話し合いの場を持ち、意図を伝え
たところ、好意的な反応を得られたそうです。
アメリカでは、消費期限切れや規格外の⾷品を低所得者層に提供するフードバンクという
仕組みが普及しています。ただし、受け渡し時間や場所が決められているため、取りにい
けない⼈も少なくなく、毎⽇提供されるわけではありませんから、あくまで補完的な⽣活
サポートに過ぎません。この仕組みをビジネスにすることで、所得が⾼くなくても、⽇常
的に安くて健康的な⾷品を⾷べられるようになることが期待されます。

品質に関しても問題ないのではないかと、私は思います。実は過去に、私が所属している
コミュニティ・ガーデンで、フードバンクでも余ってしまったオーガニック農家が提供し
た洋ナシを⽣ゴミ堆肥⽤にと頂いたことがあり、⼗分⾷べられそうだったので皆で少しず
つ持ち帰って⾷べたところ、これまで⾷べた中で⼀番おいしい完熟洋ナシだったという経
験があります。完熟なので果汁が染み出てベタベタしていましたし、ぶつかった傷跡も多
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⽶ニューヨーク在住、⽶環境・ソーシャルビジネス・政策のリサーチ・コンサルタント。ハーバード
⼤学エグゼクティブエデュケーション サステナビリティリーダーシップ修了。慶應義塾⼤学商学部卒
業後、経営コンサルティング会社アクセンチュア勤務を経て渡⽶。ニューヨーク州⽴ファッション⼯
科⼤学卒業後、02年⽶国にて起業。当初⽶⼩売・ファッション市場の調査・コンサルティングを⾏う
が、社会課題解決の必要性に⽬覚め、以来持続可能な社会の実現に向けて取り組む。著書『サスティ
ナブルシティ ニューヨーク』『グリーンファッション⼊⾨』(繊研新聞社)、共著書『エコデザイン』
(東京⼤学出版会)、訳書『ターゲット』（商業界）。

⽥中めぐみの最近の記事

アメリカで需要急増中
の「代替⾁」、⾁市場
を席捲するか
2020/9/11(⾦) 9:00

新型コロナ感染拡⼤、
⽶ニューヨークで何が
起こっているのか
2020/3/30(⽉) 9:02

⽶国で電⼦タバコによ
る死者急増、背後に潜
む様々な社会問題
2019/11/15(⾦) 9:00

懸念されるアパレル労
働者の安全性、欧⽶企
業によるバングラデ…
2018/12/26(⽔) 12:00

あなたにおすすめの記事

iPhoneにバッテリー残量表⽰機能が帰ってくる︖ iOS 16ベータ版で復活が
確認される
篠原修司 8/30(⽕) 21:31

ウクライナ空軍がMiG-29戦闘機によるAGM-88対レーダーミサイルの使⽤映
像を公開
JSF 8/30(⽕) 20:59

中国⼈経営者が稲盛和夫⽒を尊敬する理由 著書は書店に平積み、⼤ベストセ
ラーに
中島恵 8/30(⽕) 20:12

く、⾒た⽬はあまり良い状態ではありませんでしたが、⾷品の品質や味は⾒た⽬ではわか
らないものです。

また、個⼈的には、こうした期限の話が持ち上がると、加⼯⾷品メーカーが親切⼼から賞
味期限を延ばすためにこれまで以上に保存料を⼊れる可能性があるのではと懸念します
が、ラウチ⽒のビジネスモデルが成功すれば、こうした懸念も払拭されるように思いま
す。

いずれ⽣ゴミ廃棄が有料になれば、⼩売店にとっては願ってもない事業となるでしょう。
アメリカではレストランの廃油を暖房⽤の灯油にリサイクルするビジネスが盛んで廃油泥
棒が出現しているほどですが、いずれ⽣ゴミ泥棒も出没するようになるかもしれません。

⼤量消費社会を作り上げたこの国でこのようなビジネスモデルが⽣まれるというのは、実
にアメリカらしいと思います。デイリーテーブルのように、現在起こっている様々な環
境・社会問題も、アイディア次第で解決できるのではないでしょうか。そのアイディアを
形にできる⼈、企業、国が、これからの時代を担うことになるのではないかと思います。

もっと⾒る


